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地域社会と連携した水泳・水辺の諸活動	  
	  

～ライフセービングから考える水泳の可能性～	

徳島ライフセービングクラブ　代表	  
源　純夏	

ライフセービングとは・・・？	
「ライフセービング（ＬｉｆｅＳａｖｉｎｇ）」とは、主に海や河川、プールなど浸水エリアで
起こる水辺の事故を未然に防ぎ、また事故が起こった場合には救命活動に関わ
る公益性のある活動のことを言います。	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
日本の無合い、ライフセーバー=溺れた人を助ける救助員、というイメージがまだ
まだ一般的です。しかし、ライフセービングで一番重要視されていることは溺者
の救助活動それ自体ではなく、“事故を未然に防ぐ”と言うことにつきます。	
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また、オープンウォータースイミング
やトライアスロン競技会において、
安全管理部門としてなくてはならな
い存在になっています。	  

（参考　一部抜粋）	  
	  
日本水泳連盟	  
オープンウォータースイミング（ＯＷＳ）競技に関する安全対策ガイドライン	  
	  
【２】競技者に対するガイドライン	  
１．（３）「競技者自身がライフセーバー」の意識	  
	  
【３】主催者に対するガイドライン	  
３．（１）必要な安全救護員と体制	  
ライフセーバーは（競技中の）競技者20名に対して１名以上（状況に応じて増員する
ことも含む）	

①　泳ぐ技術と、救助技術は別物である	  
	  
	  
②　毎年、水による死亡事故が発生している	  
	  
	  
③　水泳の可能性の拡大      	
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2013年	  
7月27日　13:00～	
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水泳	

社会貢献	

命の大切さ	
継続の	  

動機づけ	

徳島ライフセービングクラブ	  
	  

h*p://tokushima-‐lsc.com/	  
もしくは、	  

フェイスブックで「徳島ライフセービングクラブ」を検索	


